
(57)【要約】

【課題】　支持脚間の間隔を広げても、支持脚間の間隔

の長さにより生じるアクセスフロアー部材の撓みを解消

し得る、住宅用アクセスフロアーシステムの提供、及び

吸音又は断熱性能、及び歩行時の撓み現象を改善し、快

適な生活環境を実現できる住宅用アクセスフロアーシス

テムの提供。

【解決手段】　一定間隔に配置された複数の支持脚と、

該支持脚上に載置された、上部板と下部板及び該上部板

と下部板との間に配置された四角の補強枠を有する床板

とを含んでなるアクセスフロアーシステム。

【選択図】　図２

JP 2005-307731 A 2005.11.4



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 定 間 隔 に 配 置 さ れ た 複 数 の 支 持 脚 と 、 前 記 支 持 脚 の 上 に 載 置 さ れ た 、 上 部 板 と 下 部 板
及 び 該 上 部 板 と 下 部 板 と の 間 に 配 置 さ れ た 四 角 の 補 強 枠 を 有 す る 床 板 と を 含 ん で な る ア ク
セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 補 強 枠 が 、 剛 性 を 高 め る た め に そ の 中 心 部 に 配 置 さ れ た 一 以 上 の 補 強 部 材 を 含 ん で な る
、 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 部 板 、 下 部 板 、 及 び 補 強 部 材 が 、 木 材 、 無 機 材 料 、 合 成 樹 脂 、 鋼 材 、 及 び ア ル ミ ニ ウ
ム か ら 選 ば れ た 単 一 又 は 複 合 材 料 か ら 造 ら れ た も の で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス フ
ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 補 強 枠 が 、 補 強 部 材 の 間 に 挿 入 さ れ た 吸 音 材 又 は 断 熱 材 を 更 に 含 ん で な る 、 請 求 項 ２ 又
は ３ に 記 載 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 吸 音 材 又 は 断 熱 材 が 、 ガ ラ ス ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー ル 、 及 び ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト
か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ た 合 成 繊 維 、 又 は 発 泡 ポ リ ス チ レ ン 、 ウ レ タ ン フ ォ ー ム 、 発 泡 ポ リ
塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ォ ー ム で あ る 、 請 求 項 ４ に
記 載 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 床 板 の 厚 さ が ２ ０ ～ ７ ０ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 支 持 脚 間 の 間 隔 が ６ ０ ０ × ６ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ， ２ ０ ０ × １ ， ８ ０ ０ ｍ ｍ あ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 補 強 部 材 が 多 層 構 造 の 木 材 で あ る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 乾 式 の 遮 音 ア ク セ ス フ ロ ア ー に 関 す る 。 更 に 詳 し く は 、 ア ク セ ス フ ロ ア ー 取 り
付 け の た め の 時 間 と 経 費 が 低 減 さ れ た 、 床 衝 撃 音 の 少 な い 、 高 剛 性 サ ン ド イ ッ チ ボ ー ド を
有 す る 、 乾 式 の 遮 音 ア ク セ ス フ ロ ア ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 韓 国 に お い て は 、 オ フ ィ ス 、 電 算 室 、 電 子 情 報 技 術 製 品 工 場 な ど の 室 内 に 配 線 を 施 し た
り 、 コ ン ジ ッ ト シ ス テ ム を 導 入 す る た め に 、 図 １ Ａ に 示 さ れ る よ う に 、 支 持 脚 １ ０ ’ が 一
定 間 隔 に 配 置 さ れ て い て 、 ア ク セ ス フ ロ ア ー の 床 板 ２ ０ ’ が 支 持 脚 １ ０ ’ 上 に 載 置 さ れ て
お り 、 支 持 脚 の 高 さ と 同 じ 空 間 を 有 し 、 且 つ 支 持 脚 １ ０ の 間 隔 が 定 め ら れ た 、 一 般 的 な ア
ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム が 基 本 的 に 採 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な ア ク セ ス フ ロ ア ー は 比 較
的 重 い 荷 重 に も 耐 え ら れ る よ う 設 計 さ れ る べ き な の で 、 鋼 製 の 支 持 脚 １ ０ ’ や 無 機 材 料 の
床 板 ２ ０ ’ と 言 っ た 剛 性 の 材 料 が 用 い ら れ 、 比 較 的 高 重 量 の 材 料 で あ る こ と が 要 求 さ れ る
。 そ し て 支 持 脚 １ ０ ’ 間 の 間 隔 は ５ ０ ０ × ５ ０ ０ ｍ ｍ 又 は ６ ０ ０ × ６ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る
。 こ の よ う に 、 ア ク セ ス フ ロ ア ー の 施 工 は 効 率 的 で は な く 、 ア ク セ ス フ ロ ア ー の 施 工 に 要
す る 時 間 は 、 施 工 者 の 熟 練 度 に 依 存 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 日 本 で は 、 共 同 住 宅 に ア ク セ ス フ ロ ア ー が 施 工 さ れ て い る が 、 下 部 に コ ン ジ ッ ト
シ ス テ ム を 導 入 す る こ と と 、 軽 量 床 の 衝 撃 音 を 低 減 す る こ と が 主 な 目 的 で あ る 。 日 本 に お
い て 施 工 さ れ て い る ア ク セ ス フ ロ ア ー で は 、 韓 国 に お い て 関 心 事 で あ る 高 重 量 床 の 衝 撃 音
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は ご く 僅 か し か 低 減 さ れ な い が 、 種 々 の 建 造 物 に お け る 施 工 能 力 に よ っ て は 、 か え っ て 低
減 性 能 が 悪 化 す る 場 合 も あ る 。 更 に 、 床 衝 撃 音 低 減 性 能 を 極 大 化 す る た め に 非 弾 性 ゴ ム を
使 用 し て い る が 、 こ れ は ア ク セ ス フ ロ ア ー 上 を 歩 く 時 揺 れ を 感 じ る の で 、 通 常 の 硬 い セ メ
ン ト モ ル タ ル 床 に 慣 れ て い る 人 々 に 不 安 感 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 日 本 に お け る 乾 式 の 遮 音 ア ク セ ス フ ロ ア ー は 、 図 １ Ｂ に 示 さ れ よ う に 、 コ ン ク リ
ー ト 床 上 に 複 数 の 支 持 脚 １ ０ ” が 一 定 間 隔 に 配 置 さ れ 、 該 支 持 脚 １ ０ ” 上 に 複 数 の 床 板 ２
０ ” が 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 支 持 脚 １ ０ ” 間 の 間 隔 が 離 れ る ほ ど 、 即 ち 支 持 脚 １ ０ ” の 個 数 が 少 な い ほ ど 床 の 水 平 調
節 回 数 が 短 縮 さ れ 、 そ の 結 果 、 ア ク セ ス フ ロ ア ー が 速 や か に 施 工 さ れ 、 支 持 脚 １ ０ ” の 費
用 が 減 ず る 。 し か し な が ら 、 支 持 脚 １ ０ ” 間 の 間 隔 が 増 大 す る る ほ ど 、 床 は 強 度 低 下 に よ
っ て 歩 行 時 揺 れ と 撓 み が 生 じ る の で 、 従 来 の ア ク セ ス フ ロ ア ー に お け る 支 持 脚 １ ０ ” 間 の
間 隔 は 最 大 ６ ０ ０ × ４ ５ ５ ｍ ｍ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 従 来 の 床 板 ２ ０ ” は 未 改 質 の パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド か ら な っ て い る た め 、 床 衝 撃 音
を 低 減 す る の が 難 し く 、 且 つ 、 床 板 ２ ０ ” 自 体 の 高 重 量 に よ っ て 支 持 脚 １ ０ ” に 大 き な 荷
重 を 与 え る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ れ 故 、 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 軽 量 床 の 衝 撃 音 並 び に 高 重 量 床 の 衝 撃 音 を 顕 著 に
低 減 さ せ る こ と が 出 来 、 且 つ 優 れ た 耐 荷 重 性 能 を 有 す る 、 床 板 間 の 騒 音 防 止 シ ス テ ム を 提
供 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 目 的 は 、 支 持 脚 間 の 間 隔 を 広 げ て も 、 支 持 脚
間 の 間 隔 の 長 さ に よ り 生 じ る ア ク セ ス フ ロ ア ー 部 材 の 撓 み を 解 消 し 得 る 、 住 宅 用 ア ク セ ス
フ ロ ア ー シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 吸 音 又 は 断 熱 性 能 、 及 び 歩 行 時 の 撓 み 現 象 を 改 善 し 、 快 適 な 生 活 環
境 を 実 現 で き る 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 局 面 に よ れ ば 、 上 記 目 的 及 び 他 の 目 的 は 、 一 定 間 隔 に 配 置 さ れ た 複 数 の 支 持 脚
と 、 該 支 持 脚 上 に 載 置 さ れ た 、 上 部 板 と 下 部 板 及 び 該 上 部 板 と 下 部 板 と の 間 に 配 置 さ れ た
四 角 の 補 強 枠 を 有 す る 床 板 と を 含 ん で な る ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に よ
り 達 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 上 部 板 、 下 部 板 及 び 補 強 部 材 は 、 木 材 、 無 機 材 料 、 合 成 樹 脂 、 鋼 材 、 及 び ア ル ミ ニ
ウ ム か ら 選 ば れ た 少 な く と も 二 種 の 材 料 を 用 い た 単 一 又 は 複 合 材 料 を 用 い て 造 ら れ る が 、
価 格 に 対 す る 剛 性 及 び 加 工 容 易 性 を 考 慮 す る と 木 材 が 望 ま し い 。 特 に 、 補 強 部 材 は 多 層 構
造 の 木 材 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 部 板 、 下 部 板 及 び 補 強 部 材 を 含 ん で な る 各 床 板 の ト ー タ ル の 厚 さ は ２ ０ ～ ７ ０ ｍ ｍ で
あ る こ と が 望 ま し い 。 床 板 の 厚 さ が 薄 す ぎ る と 所 望 の 強 度 が 得 ら れ な い し 、 厚 す ぎ る と 床
板 そ れ 自 体 の 荷 重 と 材 料 費 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ れ ば 、 吸 音 又 は 断 熱 性 能 及 び 床 板 の 高 剛 性 を 図 る た め 、
前 記 補 強 部 材 間 に 吸 音 材 又 は 断 熱 材 を 挿 入 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 吸 音 材 又 は 断 熱 材 と し て は 、 ガ ラ ス ウ ー ル 、 ロ ッ ク ウ ー ル 、 及 び ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ
レ ー ト か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ た 合 成 繊 維 、 又 は 発 泡 ポ リ ス チ レ ン 、 ウ レ タ ン フ ォ ー ム 、 発
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泡 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ Ｃ ） か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ た プ ラ ス チ ッ ク フ ォ ー ム が 挙 げ ら れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 高 剛 性 サ ン ド イ ッ チ 床 板 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 支 持 脚 間 の 間 隔
は 、 少 な く と も ４ ０ ０ × ４ ０ ０ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ６ ０ ０ × ６ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 、 よ り 好 ま し く
は ６ ０ ０ × ６ ０ ０ ｍ ｍ ～ １ ， ２ ０ ０ × １ ， ８ ０ ０ ｍ ｍ と な る 。 　 本 発 明 に 係 る ア ク セ ス フ
ロ ア ー シ ス テ ム は 、 床 衝 撃 音 の 低 減 に 有 利 で あ り 、 床 板 の 軽 量 化 を 達 成 す る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 高 剛 性 サ ン ド イ ッ チ 床 板 を 使 用 す る こ と に よ り 床
板 の 軽 量 化 を 達 成 す る こ と が 出 来 、 ま た 、 従 来 の ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム の そ れ よ り も
支 持 脚 間 の 間 隔 を 広 く す る こ と に よ り ア ク セ ス フ ロ ア ー の 施 工 速 度 を 速 め 、 費 用 の 節 減 を
図 る こ と が 出 来 る 。 更 に 、 床 衝 撃 音 の 低 減 も 達 成 で き 、 床 板 に 配 置 さ れ た 補 強 部 材 間 に 吸
音 材 及 び 断 熱 材 を 挿 入 す る こ と に よ り 吸 音 及 び 断 熱 性 能 を 増 進 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 に 基 づ き 本 発 明 に 係 る 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム に つ い て 詳
述 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー シ ス テ ム を 示 し た 図 で あ り 、 該 シ ス テ ム は
一 定 間 隔 に 配 置 さ れ た 複 数 の 支 持 脚 １ ０ と 支 持 脚 １ ０ 上 に 載 置 さ れ た 複 数 の 床 板 ２ ０ を 含
ん で な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 床 板 ２ ０ と し て 高 剛 性 サ ン ド イ ッ チ 床 板 を 使 用 し て お り 、 支 持 脚 間
の 間 隔 は 、 少 な く と も ４ ０ ０ × ４ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 、 例 え ば ６ ０ ０ × ６ ０ ０ ｍ ｍ 、 ９ ０ ０ × ９
０ ０ ｍ ｍ 、 ８ ０ ０ × １ ， ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 １ ， ２ ０ ０ × １ ， ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 １ ， ２ ０ ０ × １ ， ８
０ ０ ｍ ｍ に な る よ う に 調 節 さ れ て い る 。 従 っ て 、 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー の 施 工 時 間 は 短
縮 さ れ る と 共 に 、 支 持 脚 １ ０ の 数 量 減 少 に よ り 費 用 が 節 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る 床 板 ２ ０ の 断 面 図 及 び 部 分 分 解 平 面 図 を 示 す 。
図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 前 記 床 板 は 、 上 部 板 ２ １ と 下 部 板 ２ ２ 及 び 上 部 板 ２ １ と 下 部 板 ２
２ の 間 に 配 置 さ れ た 補 強 枠 ２ ３ を 含 ん で な っ て い る 。 補 強 枠 ２ ３ は 上 部 板 ２ １ 及 び 下 部 板
２ ２ と 縁 部 を 一 に す る 四 角 の 枠 形 状 を 有 し 、 １ 以 上 の 補 強 部 材 を 含 有 し て い る 。 一 つ の そ
の 中 心 部 に は 高 剛 性 の た め に 補 強 部 材 が 少 な く と も 一 つ 以 上 配 置 さ れ る 。 該 補 強 部 材 は 補
強 枠 の 中 心 部 に 配 置 さ れ て い て 、 補 強 枠 ２ ３ の 高 剛 性 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る 床 板 ２ ０ の 断 面 図 及 び 部 分 分 解 平 面 図 で あ
る 。 前 記 床 板 ２ ０ は 、 上 部 板 ２ １ 、 下 部 板 ２ ２ 、 補 強 枠 ２ ３ 及 び 補 強 部 材 の 間 に 配 置 さ れ
た コ ア ２ ４ を 含 ん で な っ て い る 。 前 記 コ ア ２ ４ は ガ ラ ス ウ ー ル 、 発 泡 ポ リ ス チ レ ン （ Ｅ Ｐ
Ｓ ） 等 の よ う な 吸 音 － 防 音 材 料 で 造 ら れ て お り 、 吸 音 と 防 音 効 果 を 供 与 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 用 い ら れ る 支 持 脚 １ ０ は 、 大 ま か に は 、 ヘ ッ ド 、 高 さ 調 節 ボ ル ト 及 び 支
持 ゴ ム に 分 け ら れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 支 持 脚 １ ０ は 、 床 板 を 支 持 す る た め に そ の 中 心 部
に ナ ッ ト が 挿 入 さ れ た 板 状 の ヘ ッ ド と 、 一 字 又 は 十 字 溝 が 形 成 さ れ た 、 前 記 ナ ッ ト と 合 体
し て 前 記 ヘ ッ ド の 高 さ を 調 節 す る ボ ル ト 、 及 び そ の 上 部 に 形 成 さ れ た 、 前 記 ボ ル ト を 回 転
自 在 に 支 持 す る ボ ル ト 支 持 溝 を 有 す る 支 持 ゴ ム を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 床 に 伝 達 さ れ る 衝 撃 を 吸 収 し 、 振 動 伝 達 を 低 減 す る た め に 、 支 持 ゴ ム と し て は 非 弾 性 ゴ
ム を 用 い る の が 好 ま し い 。 支 持 ゴ ム の 形 状 は 荷 重 に 対 し て 有 利 な 円 筒 形 、 安 定 性 を 与 え る
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逆 梯 形 、 床 衝 撃 音 低 減 性 能 を 得 る た め の エ ン ボ ス 構 造 か ら 選 ぶ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う な 構 造 を 有 す る 、 厚 さ が ４ ０ ｍ ｍ の 床 板 を 、 上 部 板 ２ １ 及 び 下 部 板
２ ２ と し て パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド を 、 補 強 部 材 ２ ３ と し て 合 板 を 、 コ ア ２ ４ と し て 発 泡 ポ リ
ス チ レ ン を 使 用 し て 製 造 し た 後 、 床 板 の 撓 み を 測 定 し た 。
　 表 １ の 記 載 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ
ア ー は 、 従 来 の 床 板 を 採 用 し た 比 較 例 １ 及 び 比 較 例 ２ と 比 べ て 優 れ て お り 、 本 発 明 の 好 ま
し い 実 施 態 様 に よ る 床 板 の 撓 み は 、 比 較 例 １ 及 び 比 較 例 ２ の 撓 み よ り も 約 ４ ｍ ｍ 少 な い 。
図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 当 該 撓 み の 測 定 は 、 φ ８ ０ の 加 圧 面 積 を 有 す る １ ０ ０ ｋ ｇ の 荷 重
を 床 板 の 上 部 表 面 の 中 心 部 に 加 え 、 床 板 の 下 部 に 設 け ら れ た 測 定 ゲ ー ジ の 目 盛 を 読 む 方 法
に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に ま た 、 高 剛 性 床 板 ２ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 、 支 持 脚 １ ０ の 間 の 間 隔 を ８ ０ ０ × １
， ２ ０ ０ ｍ ｍ ま で 広 げ る こ と が 出 来 、 床 衝 撃 音 も 満 足 し 得 る 程 度 に 低 減 さ せ る こ と が 出 来
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ 及 び 表 ２ は 、 上 述 し た よ う に し て 製 作 さ れ た 本 発 明 に 係 る （ 好 ま し い 実 施 態 様 の ）
床 板 の 衝 撃 音 低 減 性 能 と 図 １ Ａ （ 比 較 例 ３ ） 及 び 図 １ Ｂ （ 比 較 例 ４ ） に 示 さ れ た 従 来 の 支
持 脚 及 び 床 板 を 使 用 し た 従 来 の 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー の そ れ と を 比 較 し た も の で あ る 。
図 ６ 及 び 表 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 高 剛 性 床 板 を 使 用 し た 本 発 明 に 係 る 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ
ア ー の 衝 撃 音 低 減 性 能 は 、 従 来 の 床 板 を 使 用 し た 比 較 例 ３ 及 び 比 較 例 ４ の そ れ よ り も ６ ｄ
Ｂ （ Ａ ） ～ １ １ ｄ Ｂ （ Ａ ） 大 き い こ と が 確 認 さ れ る 。 床 衝 撃 音 低 減 性 能 試 験 は Ｋ Ｓ Ｆ ２ ８
１ ０ － ２ に よ り 実 施 し 、 結 果 は Ｋ Ｓ Ｆ ２ ８ ６ ３ － ２ に よ り 比 較 評 価 し た 。 詳 述 す る と 、 音
響 室 内 に 床 板 を 施 工 し 、 高 重 量 の 衝 撃 源 を 加 え て 床 衝 撃 音 を 発 生 さ せ た 後 、 受 音 室 で 発 生
音 を マ イ ク ロ フ ォ ン を 通 し て 受 信 し て 分 析 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 態 様 は 、 例 示 と し て 挙 げ ら れ た も の で あ り 、 当 業 者 で あ れ ば 、 特
許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 範 囲 と 発 明 思 想 を 逸 脱 し な い 限 り に お い て 、 種 々 の 改
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変 、 付 加 、 及 び 置 き 換 え が 可 能 で あ る こ と は 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 軽 量 床 衝 撃 音 は 勿 論 の こ と 、 高 重 量 床 衝 撃 音 低 減 性 能 に も 優 れ 、 且 つ 優 れ た 耐
荷 重 性 能 を 有 す る 、 床 板 間 の 騒 音 防 止 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ Ａ 】 韓 国 で 使 用 さ れ て い る 従 来 の 商 業 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー の 構 造 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 日 本 で 使 用 さ れ て い る 商 業 住 宅 用 ア ク セ ス フ ロ ア ー の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ア ク セ ス フ ロ ア ー の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 に よ る 床 板 の 断 面 図 及 び 部 分 分 解 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 好 ま し い 実 施 態 様 に よ る 床 板 の 断 面 図 及 び 部 分 分 解 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 床 板 の 撓 み の 測 定 方 法 を 示 し た 参 考 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の オ フ ィ ス 用 上 部 パ ネ ル と 従 来 の 住 宅 用 上 部 パ ネ ル 、 及 び 本 発 明 に 係 る 高 剛
性 床 板 を そ れ ぞ れ ア ク セ ス フ ロ ア ー に 使 用 し た 場 合 の 高 重 量 床 衝 撃 音 低 減 性 能 を 比 較 し た
グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ ０ 、 １ ０ ’ 、 １ ０ ” 　 支 持 脚
　 ２ ０ 、 ２ ０ ’ 、 ２ ０ ” 　 床 板
　 ２ １ 　 上 部 板
　 ２ ２ 　 下 部 板
　 ２ ３ 　 補 強 枠
　 ２ ４ 　 コ ア
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【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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